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散
っ
て
な
お
花
筏 

編
集
後
記
に
代
え
て 

 
 

馬
場
駿 

 
 

 

岩
漿
十
九
号
の
編
集
が
進
み
始
め
た
弥
生
三
月
の
十
一
日
、

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
を
震
撼
せ
し
め
た
「
東
日
本
大
震
災
」

が
発
生
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
○
、
数
万
人
を
呑
み
込

ん
だ
何
百
年
に
一
度
と
い
う
大
津
波
、
福
島
原
子
力
発
電
所
の

「
破
壊
」、こ
れ
か
ら
発
生
し
た
計
画
停
電
、放
射
物
質
の
拡
散
、

経
済
低
迷
と
い
う
恐
怖
の
連
鎖
「
津
波
」。
そ
ん
な
中
、
四
月
に

入
っ
て
す
ぐ
、
拙
宅
の
前
の
伊
東
大
川
端
の
染
井
吉
野
の
大
木

が
、
例
年
を
は
る
か
に
超
え
る
鮮
や
か
さ
で
満
開
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
日
後
、
温
か
な
風
を
得
て
宙
に
舞
い
、
次
々
と
川

面
に
落
ち
た
花
び
ら
。
急
く
よ
う
に
前
の
花
び
ら
を
押
し
な
が

ら
、
あ
の
被
災
地
の
海
に
も
繋
が
る
相
模
灘
に
向
か
っ
て
下
る

桜
色
の
群
れ
・
・
・
私
は
、
茫
と
し
て
そ
れ
を
見
詰
め
、
何
の

脈
絡
も
無
い
一
つ
の
こ
と
に
囚
わ
れ
始
め
た
。
今
度
の
十
九
号

で
私
の
中
の
『
岩
漿
』
が
終
わ
る
。
会
の
代
表
と
編
集
長
を
辞

す
る
。
過
ぎ
て
き
た
同
人
誌
十
三
年
余
の
歳
月
が
、
私
の
頭
の

中
を
駆
け
巡
っ
た
の
だ
。 

 

平
成
九
年
、
伊
東
市
池
の
「
石
ば
し
庵
」
に
集
っ
た
詩
人
小

山
修
一
氏
、
小
説
・
随
筆
の
森
周
映
雄
氏
、
詩
人
・
随
筆
の
秋

藤
俊
氏
、
小
説
の
木
内
の
四
人
。
そ
れ
に
当
日
参
加
は
で
き
な

か
っ
た
が
小
説
・
随
筆
の
深
水
一
翠
氏
。
こ
の
五
人
の
発
起
人

が
産
ん
だ
同
人
誌
が
『
岩
漿
』（
マ
グ
マ
の
意
）
で
あ
っ
た
。
当

日
、書
家
で
も
あ
る
秋
藤
氏
が
墨
痕
鮮
や
か
に
ロ
ゴ
を
描
い
た
。

小
説
に
限
定
せ
ず
に
文
藝
一
般
を
扱
い
、
自
由
な
作
風
を
尊
重

す
る
。
全
員
が
同
人
雑
誌
、
会
誌
な
ど
の
編
集
に
携
わ
っ
た
経

歴
の
持
ち
主
だ
け
に
、
合
評
の
弊
害
を
知
っ
て
い
た
の
だ
。 

 

創
刊
は
出
来
て
も
継
続
し
が
た
い
の
が
常
。
第
二
号
で
早
々

に
「
三
号
雑
誌
」
の
警
句
の
意
味
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
少
な

い
原
稿
に
慌
て
た
私
は
、
頁
割
負
担
金
に
し
て
十
二
万
円
余
の

額
に
な
る
応
募
予
定
作
『
夢
の
海
』
を
岩
漿
用
作
品
に
換
え
、

一
方
で
商
業
誌
「
公
募
ガ
イ
ド
」
の
無
料
広
告
を
利
用
し
て
仲

間
を
募
っ
た
。
こ
の
と
き
に
小
説
の
岩
越
孝
治
氏
、
童
話
の
田

村
春
氏
等
大
勢
が
入
会
す
る
。
ま
た
、
静
岡
県
東
部
の
公
立
図

書
館
に
加
え
、
国
立
国
会
図
書
館
に
規
定
数
三
冊
を
納
め
、
定

期
刊
行
雑
誌
と
し
て
番
号
を
得
る
。
文
学
界
同
人
雑
誌
係
に
も

送
付
を
開
始
。会
員
も
五
名
か
ら
二
十
九
名
に
膨
れ
上
が
っ
た
。

特
筆
す
べ
き
は
伊
東
の
郷
土
史
研
究
家
森
山
俊
英
先
生
の
支
援
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と
参
加
だ
。
サ
ガ
ミ
ヤ
書
店
と
の
縁
も
先
生
か
ら
。
後
の
歴
史

家
の
諸
氏
や
市
議
と
の
ご
縁
も
先
生
に
源
を
発
す
る
。
会
員
は

漸
増
し
三
号
で
四
十
一
名
、
四
号
で
五
十
一
名
に
達
す
る
。
年

に
動
か
せ
る
資
金
は
七
十
万
円
余
、
年
間
二
回
の
発
行
を
賄
う

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
三
号
か
ら
詩
人
の
阿
部
英
雄
先
生
が

寄
稿
し
て
く
だ
さ
り
、
地
元
同
人
誌
を
主
宰
し
て
い
た
平
田
雅

子
氏
も
加
入
し
た
。
も
う
一
つ
、
小
田
原
の
画
家
近
藤
満
丸
氏

が
表
紙
や
口
絵
・
カ
ッ
ト
を
、
こ
の
三
号
か
ら
担
っ
て
い
る
。

未
熟
な
同
人
誌
は
大
勢
の
師
に
囲
ま
れ
て
図
体
先
行
で
成
長
し

て
い
っ
た
。
四
号
か
ら
は
、
以
後
『
岩
漿
』
の
知
的
な
顔
と
な

る
歴
史
研
究
家
桜
井
祥
行
氏
が
参
加
、
読
者
を
し
て
正
座
せ
し

め
る
作
品
を
掲
載
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
有
識
者
森
山
直
介

氏
を
し
て
涙
せ
し
め
た
詩
「
た
あ
ち
ゃ
ん
へ
」
を
創
っ
た
日
吉

睦
子
氏
は
四
号
か
ら
。
写
真
家
ジ
ョ
ニ
ー
・
ハ
イ
マ
ス
の
心
を

識
る
畏
友
浦
船
健
之
助
氏
が
写
真
「
越
後
」
を
載
せ
る
の
が
五

号
。
こ
の
号
か
ら
馬
場
駿
の
連
載
小
説
「
孤
往
記
」
が
始
ま
る
。

そ
し
て
六
号
。
森
周
映
雄
氏
が
こ
の
号
の
編
集
長
を
務
め
、
岩

漿
に
新
鮮
な
一
石
を
投
じ
た
。
会
員
数
は
七
号
、
八
号
と
五
十

名
を
確
保
す
る
が
、
九
号
か
ら
減
少
傾
向
を
示
し
、
以
後
そ
の

流
れ
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
平
成
十
四
年
十
月
、
危
機
感
を
露

に
し
た
岩
漿
編
集
部
は
、
冷
え
た
マ
グ
マ
を
加
熱
す
べ
く
「
十

号
特
大
号
」
を
企
画
す
る
。
そ
れ
は
岩
漿
作
家
の
プ
ラ
イ
ド
に

訴
え
る
一
種
の
賭
け
だ
っ
た
。
結
果
は
百
九
十
五
頁
、
小
説
数

六
、
執
筆
参
加
者
十
六
名
と
い
う
岩
漿
史
上
最
大
の
規
模
と
な

っ
た
。
偶
然
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
頁
数
は
今
次
発
行
の
十
九
号

と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
号
、
岩
越
氏
が
「
招
魂
祭
」
で
「
吾
妻

鏡
」
を
下
敷
き
に
し
た
時
代
小
説
を
発
表
し
て
非
凡
な
語
り
部

ぶ
り
を
披
露
、
以
後
巻
末
を
飾
る
小
説
の
常
連
と
な
っ
た
。
次

い
で
十
三
号
で
は
、
桂
川
ほ
た
る
（
平
田
氏
の
筆
名
）
が
「
愛

娘
」
で
長
編
デ
ビ
ュ
ー
、
今
号
の
「
銀
塔
虫
」
に
繋
が
る
独
特

の
小
説
世
界
を
展
開
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
人
誌

岩
漿
の
マ
グ
マ
の
冷
え
は
し
だ
い
に
顕
著
に
な
っ
て
い
く
。
十

六
号
を
「
第
二
期
創
刊
号
」
と
銘
打
っ
て
、
執
筆
者
の
心
の
リ

セ
ッ
ト
を
誘
引
し
よ
う
と
し
た
所
以
だ
。
頁
数
も
百
三
十
九
と

検
討
し
た
が
、こ
の
号
が
阿
部
先
生
の
追
悼
号
に
な
っ
た
の
は
、

或
る
種
の
予
兆
か
。
発
行
人
小
山
氏
と
編
集
者
の
私
が
追
悼
文

を
載
せ
て
い
る
。
年
二
回
の
発
行
は
、
資
金
難
と
、
現
役
世
代

が
殆
ど
と
い
う
当
文
学
会
の
特
色
か
ら
く
る
作
品
不
足
に
因
り
、

い
つ
し
か
年
一
回
が
や
っ
と
に
な
っ
た
。
書
き
手
は
号
を
重
ね

る
ご
と
に
少
な
く
な
り
、
数
人
の
書
き
手
が
複
数
の
筆
名
を
使
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っ
て
表
面
的
な
賑
や
か
さ
を
保
つ
傾
向
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

も
っ
と
も
そ
ん
な
中
で
も
朗
報
は
あ
っ
た
。
会
計
役
柳
田
圭
一

氏
の
登
場
で
あ
る
。「
マ
サ
レ
の
な
い
国
」
の
著
者
で
も
あ
る
氏

に
よ
り
、「
マ
グ
マ
の
集
い
」
と
い
う
会
員
の
集
会
が
始
ま
り
、

「
会
報
マ
グ
マ
」
も
十
回
以
上
発
行
さ
れ
た
。 

編
集
部
は
九
号
あ
た
り
か
ら
、
印
刷
屋
に
編
集
や
校
正
、
版

下
作
り
を
依
頼
す
る
費
用
を
節
約
す
る
た
め
、「
版
下
」
に
近
い

も
の
ま
で
用
意
し
、
印
刷
と
製
本
だ
け
を
プ
ロ
に
頼
む
と
い
う

雑
誌
作
り
に
移
行
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
発
行
三
十
数
万

と
い
う
費
用
を
半
減
さ
せ
た
。
動
か
せ
る
年
間
資
金
が
十
五
六

万
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
の
だ
。発
行
後
の
配
布
用
切
手
も
、

小
山
美
智
子
氏
、
浦
船
氏
、
日
吉
氏
、
木
内
正
夫
氏
な
ど
の
寄

付
に
頼
っ
て
い
た
。
同
人
誌
は
、
目
的
、
会
員
、
資
金
、
作
品

の
ど
れ
を
失
っ
て
も
存
続
が
困
難
に
な
る
。
十
六
、
十
七
、
十

八
号
と
、
こ
の
意
味
で
は
「
青
息
吐
息
」
の
発
行
が
続
い
た
。

む
ろ
ん
私
自
身
の
多
忙
や
体
調
不
良
、
諸
々
の
意
味
で
の
経
年

劣
化
も
あ
る
が
、自
作
を
本
に
載
せ
る
こ
と
に
対
す
る
感
動
が
、

会
員
の
中
で
小
さ
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
主
因
で
は
な
い
の
か
。

た
だ
、
代
表
と
い
う
「
牽
引
者
」
の
責
任
は
免
れ
な
い
。
今
回

の
辞
意
表
明
は
、
私
の
中
で
は
必
然
に
近
い
も
の
だ
っ
た
。 

よ
う
や
く
同
人
誌
と
し
て
全
国
的
に
認
知
さ
れ
だ
し
た
『
岩

漿
』。
優
れ
た
後
継
代
表
を
得
て
、
こ
の
後
も
二
十
、
三
十
と
号

を
重
ね
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

 
 


